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耐病性の改良に「耐病性指数」を試作 
 経産牛の生産寿命を延長し後継牛を確保するには、泌乳・体型能力の向上だけではなく、繁殖性や耐病

性の遺伝的改良を行い、長命連産性を高めることが必要です。酪農現場では乳房炎など経済的損出が大きい

疾病が多く、一度罹患すると生乳生産だけではなく、治癒できずに淘汰されるなど生産寿命の短縮に影響を

及ぼします。今まで、まとまった疾病記録をなかなか入手できず、日本では耐病性に関する研究を行うこと

ができませんでした。 

 （一社）日本ホルスタイン登録協会は、日本中央競馬会（JRA）畜産振興事業「乳用牛生産性長命連産性

の遺伝改良研究事業」を実施し、全国 5 道県の農業共済組合の協力を得て膨大な疾病記録の提供を受ける

ことができました。これらの記録を利用し出現頻度が高く経済的損失の顕著な疾病形質を厳選して耐病性

に関するゲノミック育種価を推定しました。さらに疾病８形質を組み合わせた「耐病性指数」を開発しまし

た。ここで疾病 8 形質とは第四胃変位、子宮内膜炎、臨床性乳房炎、乳熱、胎盤停滞、産褥熱、ケトーシス

および肢蹄病です。 

 NTP は２０２２年 2 月に改正したばかりですが、将来的には「耐病性指数」や本事業の中で開発した繁

殖性や肢蹄などに関する指数を活用して、耐病性や繁殖性の改良効率を高めるために NTP や長命連産効果

の更なる見直しの準備を進めているところです。 

 

乳牛改良をもっと身近に…総合的改良情報システムを開発 

また、JRA 畜産振興事業「乳用牛生産性長命連産性の遺伝改良研究事業」では、総合指数や長命連産効

果を含む遺伝評価値を効率的に生産現場で活用してもらうために、総合的改良情報システム（仮称：GenIUS）

を試作しました。 

GenIUS は個体毎の遺伝評価成績だけではなく、ハプロタイプ情報(ゲノミック評価を実施した個体のみ)

や牛群の遺伝的レベル等を閲覧できるため、牛群改良に必要な情報をひと目で把握することができます。ま

た、GenIUS は自宅のパソコンだけでなく、現場で気軽に使えるようにスマートフォンにも対応していま

す。まだ試作の段階ですが、近い将来このシステム運用を計画しています。非常に便利なシステムですので、

リリースまでいま暫くお待ちください。 

 

  

 

 

 

 

 

個体の遺伝評価情報 スマホのメニュー画面 
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総合指数（NTP2022）で生産寿命の延長を！！ 

 

 

（一社）日本ホルスタイン登録協会では 7 年ぶりに総合指数（NTP）を改正し、2022 年 2 月

の評価から公表しました。 

 

今回の改正では、産乳成分の乳脂量と乳タンパク質量の重みを合計 10％減らし、生産寿命に係る

形質として、新たに「在群能力」を 10％追加いたしました。「在群能力」は初産から 3 産の期間

における雌牛の生存性を評価しており、この数値が高いほど長命であると言えます。なお、本事業

による調査の結果、在群能力を高めることで耐病性形質も好ましい改良効果が得られることが明ら

かになりました。よって、この新しい NTP（NTP2022）の活用により、耐病性も高めながら生産

寿命の延長や乳成分率の向上が期待できます。その他にも、空胎日数の延長傾向の抑制や体の大型

化の速度が鈍化するなどのメリットがあります。 

 

日本の環境にあった牛づくりのため、是非 NTP2022を活用ください 

 


